
　
「
一
粒
の
麦
地
に
落
ち
て
死
な
ず
ば
、
た

だ
ひ
と
つ
に
て
あ
ら
ん
、も
し
死
な
ば
多
く

の
実
を
結
ぶ
べ
し
」
こ
の
言
葉
は
ヨ
ハ
ネ
伝

第
12
章
24
節
の
有
名
な
箇
所
で
あ
る
。
こ
の

麦
の
喩
は
、
勿
論
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復

活
を
示
し
て
い
る
。
私
事
で
あ
る
が
今
年
3
月
に
父
が
帰
天
し
た
。

１
０
１
歳
の
長
寿
で
あ
っ
た
。
晩
年
は
老
衰
と
な
り
、
身
体
が
不
自

由
な
中
、2
年
以
上
、寝
た
き
り
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
最
後

ま
で
頭
は
し
っ
か
り
し
て
い
た
。
耳
は
不
自
由
で
あ
っ
た
が
、自
力

で
ト
イ
レ
に
行
き
、食
事
も
亡
く
な
る
2
週
間
前
ま
で
は
自
分
で
食

し
て
い
た
か
ら
、大
往
生
で
あ
っ
た
と
思
う
。
老
衰
で
頭
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
と
、身
体
が
不
自
由
な
だ
け
に
、生
き
て
い
る
こ
と
が

辛
く
、「
情
け
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
口
癖
と
な
っ
た
。
確
か
に
、
不

自
由
な
身
体
で
生
き
続
け
る
こ
と
は
、元
気
で
何
で
も
出
来
て
い
た

こ
と
と
の
比
較
に
お
い
て
、情
け
な
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と
は
理
解

で
き
る
。
そ
の
父
の
肉
体
は
塵
に
帰
っ
た
。も
う
情
け
な
い
こ
と
は

何
も
な
い
。
今
は
父
と
の
懐
か
し
い
思
い
出
の
数
々
が
こ
み
上
げ
て

く
る
ば
か
り
だ
。
そ
の
度
ご
と
に
、ヨ
ハ
ネ
伝
の
こ
の
御
言
葉
を
思

い
起
こ
す
。
人
の
命
に
は
限
り
が
あ
る
。
が
、し
か
し
、
愛
し
合
っ
た

者
と
の
間
に
は
、
そ
の
死
を
と
う
し
て
永
遠
の
生
命
の
灯
が
蘇
る
。

そ
れ
は
復
活
の
イ
エ
ス
が
共
に
居
て
く
だ
さ
り
、蘇
り
を
生
き
る
こ

と
と
相
似
て
い
る
。
愛
す
る
親
し
い
者
を
失
っ
て
こ
そ
、初
め
て
体
得

で
き
る
も
の
が
あ
る
。
死
ん
だ
ら
そ
れ
で
終
わ
る
の
で
は
な
い
。
死

ん
だ
か
ら
こ
そ
多
く
の
実
を
結
ぶ
こ
と
が
あ
る
の
だ
、と
深
く
思
う
。
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No.  205

社会福祉法人  泉会

泉会事務局
〒157-0076
世田谷区岡本二丁目33番23号
TEL 03（5429）6721（代）
FAX 03（5429）6722
info@izumikai.jp
https://izumikai.jp/

SSKP わたしたちは、信頼と希望と愛の輪で社会をつなぎます

本

年

度

�

聖

句

泉の家
桜満開・笑顔満開！

あ
な
た
が
た
の
天
の
父
は
、
求
め
る
者
に
良
い
も
の
を
く
だ
さ
る
に
ち
が
い
な
い
。

だ
か
ら
、人
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
は
何
で
も
、
あ
な
た
が
た
も
人
に
し
な
さ
い
。

「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
７
章
11
節
〜
12
節

6

永
遠
の
生
命
に
つ
い
て

理
事
長�

齋
藤�

金
義
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法人本部

法人事務局体制の強化
　法改正等により、義務化や罰則される諸規程類など
も多く、適正に対応することが求められています。不在
となっていた事務局長の配置をします。また、法人機能
を監視する監事の補佐役のポストを新設しました。法改
正等を遵守すると共に、事業所を利用していただく障が
いのある方々が、本人や家族が求める生活や活動ができ
るように取り組みます。

経営目標
• 職員の質を高め、魅力ある法人組織運営をします。
• ＩＴ技術の活用を具体的に検討し進めていきます。

地域福祉へのより一層の貢献をめざして
　世田谷区の障がい者ニーズに対応できるよう、長年利
用のなかった就労移行を廃止し、生活介護の定員を６
名増員しました。コロナ禍での感染防止対策継続と共
に、メンタルヘルスケアに取り組みます。

経営目標
• 職員、利用者へのメンタルヘルスケアに積極的に取り
組みます。
• 栄養や感染症について利用者と共に学べる機会を提
供します。

■生活介護（定員２６名）
レクリエーション・創作・ストレッチ・音楽等
■就労継続支援B型（定員２５名）
受託作業・カフェ営業・煎餅・犬用クッキー等
■短期入所（定員３名）

泉の家

日の出舎

感染予防と基礎体力の維持向上
　コロナ禍による外出の制限などが生活に大きな影響
を及ぼしています。感染症への対策はしっかりと継続し
つつ基礎的な体力の維持向上、精神面のケアなど行っ
ていきます。

経営目標
• 新型コロナウイルス感染症対策を行いつつ利用者の
ADLの維持向上をはかります。
• 危険個所の再点検を行いその対策をリスクマネジメン
ト委員会で検討、現場にフィードバックします。
• 虐待防止委員会、人権研修等を行い職員の意識向上
をはかります。

■施設入所支援（定員45名）
入浴、排せつおよび食事介助等必要な介助
■生活介護（定員55名）
創作的活動、運動等必要な介助、通院支援等
■短期入所（定員2床）
入浴、排せつおよび食事介助等必要な介助

グループホームのぞみ

利用者の『自律』した生活をサポート
　「利用者自身が考え決めていく」ということを基本にし
つつ、利用者が『自律』した生活を送れるよう、支援をし
ていきます。また、新型コロナをはじめとした感染症など
の病気や転倒などによるケガを予防し、利用者がみな
元気で生活を送っていけるよう努めます。

経営目標
・研修計画を基本にしつつ、時々の必要性にも柔軟に対
応した勉強会を年間最低１２回実施します。
・第三者評価の利用者の総合的な満足度において、少な
くとも５名以上の『大変満足』『満足』の評価をいただき
ます。

■共同生活援助（定員6名）
健康管理、食事の提供、身の回りの介助等

就労日の出舎

社会参加と自由と自立
　利用者が泉会の経営理念を実現するような人として
活躍できるよう、利用者と共に事業展開し、地域の福祉
に係わり、地域の活性化のために協力します。

経営目標
• 就労移行や地域生活での自立など、社会参加に向け
た利用者と職員の検討会を設け、感染症にも対抗する
事業戦略を考えます。アンケート調査で仕事や安全衛
生について共に考え、利用者の運営参加を促進します。
• 利用者広報係と共にインターネットでの事業発信をす
るなど、役割活動を通じ、生活世界の拡大に取り組み、
社会生活力の向上につなげます。

■就労継続支援Ｂ型（定員20名）
木工、受託作業、送迎支援等
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グループホームこいのにあ

それぞれのリズムで生活できるように
　夜間に一人勤務となることも多い環境のため、実行性
のある緊急時対応マニュアルとなるよう見直しを行いま
す。また、利用者が職場や通所先に毎日元気に通えるよ
う、それぞれが構築してきた生活リズムを大切にしてい
きます。

経営目標
• 利用者全員分の対応個別フローを作成します。

■共同生活援助（定員8名）
健康管理、身の回りの介助等

活動の充実と情報の発信
　障がい・施設理解のための情報発信や地域との取組
みを、感染対策を講じながら行っていきます。活動を自
粛する場合もありますが、職員一人ひとりが、安全・安心
と同時に利用者中心の支援を考え構築していきます。

経営目標
• コロナ禍の活動充実を目的とした本園と分場合同企
画を実施します。
• より効果的なモニタリングや、充実した個別支援計画
作成・実施のために、新たなアセスメントシート書式を
整備します。

（岡本福祉作業ホーム）
■就労移行（定員6名）
就労に向けての活動
■就労継続支援B型（定員10名）
受託作業・自主生産品・仕入れ販売
■生活介護（定員24名）
作業・創作活動

（岡本福祉作業ホーム玉堤分場）
■就労移行（定員6名）
就労に向けての活動
■就労継続支援Ｂ型（定員13名）
クッキー製造・販売

岡本福祉作業ホーム

岡本福祉作業ホーム玉堤分場

ニーズの多様化への対応
　利用者の希望する生活が安心して送れるように、利用
者の変化や要望、事業所からのサービス提供状況を把
握し、他機関と連携しながら各サービスの支援計画の調
整を図っていきます。

経営目標
• 相談支援専門員のスキル向上と、合理的配慮や意思
決定支援についての理解を目的とした所内研修を定期
的に行います。

■特定相談支援
サービス等利用計画書の作成等

相談支援センターおかもと

コイノニアかみきた

地域との関わりを大切に
　職員がいきいきと働けて、働き甲斐のある職場になる
ことで、職員の定着はもちろん利用者支援の質の向上に
もつなげていきます。今まで積み重ねてきた出張販売や
創作活動を通して、利用者が地域の方 と々関わる機会を
大切にします。

経営目標
• 書類や業務の整理を行います。
• 事業継続計画（ＢＣＰ）の見直し、策定を行います。

■生活介護（定員20名）
創作活動、運動、余暇活動
■就労継続支援B型（定員30名）
パン、水耕栽培、カフェ営業等

2 0 2 2年度

相談日の出舎

多様化する地域課題に対応
　利用者自身が希望する生活を送れるよう、サポートし
ます。また、必要に応じて利用者自身はもちろん、ご家
族などご本人を取り巻く環境の課題に対しても、関係機
関等と連携を図りながら支援を行います。

経営目標
• 現在関わりのある関係機関との連携を更に深めるとと
もに、サービスや分野に関わらず、新たな事業所等との
関係構築を積極的に進めます。

■特定相談支援
サービス等利用計画の作成他
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　事業計画の目標として掲げている調理実習を3月11日に実施
しました。全員で行うのは、今年度初めての試みです。メニュー
は、カレーライス(お米はアルファ米を使用)、コンソメスープ、いち
ごのフルーチェ。事前のアンケートで、カレーの辛さやどこのメー
カーを使うかなど皆の意見を聞き、それをもとに決定しました。
　1週間前にグループワークを行い、役割分担や工程の確認を
しました。皆で話し合って、模造紙に書き出していくうちに、盛り
上がり、楽しく活動されていました。自分たちで考え、決めると
いったグループワークはとても良かったです。前日は、近くの
スーパーに買い出しに行き、必要な材料を揃えました。
　当日は、グループに分かれて、調理スタート！いつもは見られ
ない面が沢山あり、驚きました。個々に役割分担をこなし、包丁
やピーラーなどの調理器具もしっかり使いこなしていました。

　生活介護では現在園芸の活動を行っています。何の野菜を植
えるかみんなで話し合うところからスタートしました。話し合い
だけでなく、植え付け、肥料撒き、水やり、収穫まですべて利用
者と行いました。それぞれ行ったら成長日記ポスターを作り、フ
ロアに飾ってどんどん大きく成長していく様子を楽しんでいまし
た。プランターの近くを通ると「元気かなあ？大きくなあれ」と野
菜に声をかけてくれる利用者もいました。
　また、３月にはカリフラワーを収穫しました。プランターを見る
たびに大きくなっていくカリフラワーに、みんないつ収穫できる
かな？とワクワクしていました。そしていざ収穫をしてみるとびっ
くり！自分の顔より大きく育っていました。スーパーに売っていて

もおかしくないくらい立派なカリフラワーでした。
　今はジャガイモを植えています。たくさん収穫できたら、調理
実習で自分たちで育てた野菜を使った料理を作りたいなと思っ
ています。

んでいただき、キャンディアーティストさんとお話ししながら目の
前で作っていただきました。どちらの体験も、「またやりたい！」
「何かを作るのは楽しい」などたくさんお声掛けいただきました。
コロナ禍でリモートイベントも増えましたが、実際に触れて体験
する楽しさを再確認できたイベントでした。

なによりチームワークが素晴らしかったです。皆で協力し合い、
作ったご飯は最高に美味しくて、感動しました。食事後は、写真
を見て振り返りをし、グループごとに感想を発表してもらいまし
た。コロナ禍でありますが、1日を通して楽しく、安全に調理実習
を実施することができ、本当に良かったです。

園芸活動本格始動！！ 小林 優夏

泉の家

岡本福祉
作業ホーム

　2021年度の旅行行事はコロナ禍のため中止となりましたが、代
わりに施設内で楽しいイベントはできないかと、ワークショップイ
ベントを計画しました。イベントの名前はクラフトフェスティバルと
し、お祭りのような楽しい雰囲気をめざしました。
　利用者の方々には3チームに分かれていただき、2つの体験を
順番に行っていただきました。1つはジェルキャンドル作りで、皆
さん先生に教えていただきながら、真剣に作品作りに取り組ま
れていました。もう一つは、キャンディアートを目の前で作ってい
ただく体験です。100種類以上のメニューからモチーフと味を選

クラフトフェスティバル！ 加藤 実由香

全員で調理実習に挑戦！！ 上原 優和

岡本福祉作業ホーム
玉堤分場

大きく
　なあれ

 Mrs.

CandyGさん

カレー
見つけた☆

玉ねぎ
切ってます！

フルーチェ
にトッピング

元気に
育ってね

花束
  みたい！

小名木校長

先生の優しい

レクチャー

美味しく
できました♪
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コイノニア
かみきた
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日の出舎
日の出エリア施設だより

　今回の芋煮会は職員の発案で、郷土料理を利用者に、美味しく、楽
しく味わって頂くために開催したイベントです。前日には入所の利用者
が中心となり材料のサトイモや、長ネギを水で洗うなど、最初から作る
工程に参加して頂きました。当日は午前午後に分かれ、通所と就労の
利用者で、下準備のサトイモの皮むきと長ネギを切る作業を行いまし
た。皮むきは悪戦苦闘しながらも、なんとか上手にむくことができて嬉
しそうでした。長ネギを切る際に目に染みて涙を流す利用者もいまし
た。当日は予報どおりの雨だったので、万全なコロナ対策がなされた
中、1Fのデイルームにて山形の雰囲気を感じられる音楽や映像をバッ
クに、芋煮を美味しそうに食べておられました。利用者のたくさんの笑
顔が見られ、楽しまれていたので今回の企画は大成功でした。　

芋煮会開催 有田 直樹

　多摩産材などの木材活用の需要が高まり、今までの作業班だけで
は生産が追いつかなくなったため、木工作業〈B班〉を立ち上げてから
この春で一年が過ぎました。受託作業から木工に移ってきた利用者の
磨きの腕前もめきめき上がり、事業所全体の生産性の向上や、技術力
の底上げを図ることができました。今は桧の箸やコースターの注文が
沢山入ってきています。
利用者〈工藤彩里〉さんの声
　木工B班室は広く、ウォーカー(歩行器)や車椅子で入り、作業するこ
とができます。落ち着いた環境なので、和気あいあいとしながらも黙々
と作業をすることができます。

木工作業B班一周年!! 影山 和美

就労日の出舎

　４月１日、コイノニアでは4回目となる入所式が行われました。今年も
新たに就労継続支援B型、生活介護共に２名の方が入所され、生活介
護は定員の20名を満たすことができました。
　入所式では、先輩利用者がダンスで新規利用者をお出迎え。笑顔
いっぱいの方や、真剣な表情の方…表情は違えども、新しい方を迎え
るために皆さんとても一生懸命に取り組まれました。
　新しい風が吹き込んだコイノニアがどう変化していくのか、とても楽
しみですね！

入所式 木村 賢幸

温まる～

ダンスで
迎えました！

新しい方を

皆さん
集中して

作業されて
います



岡本福祉作業ホーム
イラスト：楳原様　坂野様
文：坂野様

泉会感謝録（22年1月～22年3月、順不同・誤字等失礼がありましたら、ご連絡ください）

　みなさまからの暖かいご寄付とボランティア活動に心よりお礼を申し上げます。
　みなさまのお支えが私たちの力となっております。
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村
　
尚
子
　
様

川
水
流 

泰
輔
　
様

小
泉
　
誠
　
様

小
松
　
理
枝
　
様

佐
藤
　
あ
ず
さ
　
様

敕
使
河
原
　
麻
美
　
様

野
澤
　
順
子
　
様

舟
橋
　
み
つ
子
　
様

村
上
　
研
二
　
様

村
上
　
さ
な
え
　
様

山
内
　
浩
二
　
様

山
本
　
光
枝
　
様

ボランティア

小
山
内
　
恵
満
子
　
様

株
式
会
社
大
塚
商
会
　
様

東
京
成
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
様

日
鉄
物
産
ワ
イ
ヤ
＆
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
　
様

馬
場
　
ミ
カ
　
様

久
光
製
薬
株
式
会
社
　
様

物 品 寄 付 一 般 寄 付

青
山
学
院
初
等
部
　
様

青
山
学
院
高
等
部
　
様

青
山
学
院
中
等
部
　
様

石
田
　
敏
彦
　
様

笠
原
　
敏
子
　
様

小
峰
　
保
行
　
様

佐
藤
　
美
和
子
　
様

渋
谷
教
会
　
様

聖
ド
ミ
ニ
コ
学
園
中
学
高
等
学
校
　
様

捜
真
学
院
　
様

立
原
　
美
恵
子
　
様

玉
川
聖
学
院
　
様

日
本
基
督
教
団
　
砧
教
会
　
様

日
本
基
督
教
団
　
鶴
川
北
教
会
　
様

日
本
基
督
教
団
　
田
園
調
布
教
会
　
様

日
本
基
督
教
団
　
東
京
教
区
　
西
南
支
区
　
様

東
洋
英
和
女
学
院
中
高
部
　
宗
教
委
員
会
　
様

日
本
聾
話
学
校
　
様

拜
司
　
美
智
子
　
様

立
教
女
学
院
　
様

友
の
会
会
員
募
集

　
社
会
福
祉
法
人
泉
会
は
、障
害
者

総
合
支
援
法
に
基
づ
く
施
設
入
所
支

援
、就
労
移
行
支
援
、就
労
継
続
支

援
B
型
、生
活
介
護
、短
期
入
所
、相

談
支
援
・
共
同
生
活
援
助
等
の
事
業

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
各
事
業
所
で

は
利
用
目
的
に
沿
っ
て
、利
用
者
の

望
む
、自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
み
友
の
会
は
、地
域
利
用
者

の
生
活
の
拡
充
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ど
居
住
支
援
整
備
の
後
援
を
し
て

い
ま
す
。ま
た
、泉
会
が
社
会
貢
献
事

業
の一
翼
と
し
て
、
地
域
生
活
支
援

事
業
に
積
極
的
参
入
し
て
い
け
る
よ

う
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
友
の
会
で
は
、泉
会
の
事
業
に
ご

理
解
く
だ
さ
り
、募
金
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
い
た
し
て

お
り
ま
す
。何
か
と
出
費
が
多
い
折

と
は
存
じ
ま
す
が
、自
立
を
目
指
し

て
日
々
努
力
し
て
い
る
利
用
者
の
福

祉
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
個
人
・
団
体
・
法
人
の
い
ず
れ
で

も
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
【
振
込
先
】

　
郵
便
振
替　

０
１
１
０　

９

　
口
座
番
号　

５
５
８
４
１

　
加
入
者
名　
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
　
泉
会
後
援
会

　
　
　
　
　
　
い
ず
み
友
の
会

感　謝
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事
務
局
長
就
任
の
ご
挨
拶

川
島 

直
子

　

私
が
泉
会
で
仕
事
を
始
め
た
の
は

１
９
９
６
年
で
し
た
︒当
時
私
に
は
病
弱

な
幼
子
が
2
人
い
て
入
退
院
を
繰
り
返

し
て
い
ま
し
た
︒私
の
仕
事
は
昼
夜
を

問
わ
な
い
広
告
制
作
業
で
仕
事
を
続
け

る
た
め
に
い
つ
も
母
を
呼
び
出
し
て
い

ま
し
た
︒み
ん
な
疲
れ
果
て
て
い
ま
し

た
︒子
供
の
成
長
は
待
っ
て
く
れ
ず
︑そ

の
時
間
は
取
返
し
が
つ
か
な
い
と
気
付

き
ま
し
た
︒好
き
な
仕
事
で
し
た
が
諦

め
︑自
宅
近
く
で
事
務
仕
事
を
探
し
︑幸

い
な
こ
と
に
岡
本
福
祉
作
業
ホ
ー
ム
で

働
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
︒

　
面
接
で
初
め
て
岡
本
ホ
ー
ム
の
玄
関
に

入
っ
た
と
き
利
用
者
の
方
々
の
視
線
が
ウ

エ
ル
カ
ム
だ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
︒今

も
変
わ
っ
て
ま
せ
ん
ね
︒不
思
議
な
こ
と
に

泉
会
の
事
業
所
は
皆
そ
う
で
す
︒

　

私
の
勤
務
歴
は
岡
本
福
祉
作
業
ホ
ー

ム
︑玉
堤
分
場
︑泉
の
家︵
法
人
本
部
兼

務
︶︑コ
イ
ノ
ニ
ア
か
み
き
た
と
世
田
谷

事
業
所
は
制
覇
で
す
︒こ
の
間
に
泉
の

家
の
建
替
え
︑コ
イ
ノ
ニ
ア
か
み
き
た

の
開
設
と
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
︒泉
会
発
展
の
た
め
に
今

後
も
新
規
事
業
へ
の
資
金
計
画
や
人
材

確
保
・
育
成
が
重
要
で
す
︒努
力
し
て
い

き
ま
す
︒

　

出
産
・
育
児
を
し
な
が
ら
働
け
る
環

境
や
新
卒
職
員
へ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
︑

泉
会
ら
し
い
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
づ
く

り
な
ど
︑時
代
に
即
し
て
規
程
や
ル
ー

ル
︑制
度
な
ど
を
職
員
み
ん
な
で
作
り

上
げ
て
き
ま
し
た
︒

　

そ
の
文
化
を
大
切
に
若
い
職
員
が

持
っ
て
い
る
力
や
ア
イ
デ
ア
︑デ
ジ
タ

ル
な
ど
の
知
識
を
発
揮
し
福
祉
の
概
念

を
明
る
い
ほ
う
へ
導
い
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
︒ま
た
︑職
員
が
泉
会
を

好
き
に
な
り
良
い
支
援
に
つ
な
が
る
よ

う
︑事
務
局
で
下
支
え
し
て
行
き
た
い

で
す
︒

　

２
０
２
２
年
３
月
で
定
年
と
な
り
︑

こ
の
挨
拶
文
で
固
有
名
に
つ
い
て
悩
み

ま
し
た
︒日
の
出
町
の
宮
岡
町
長
を
は

じ
め
歴
代
の
町
長
や
自
治
会
の
方
々
︑

青
年
部
の
皆
さ
ん
︑関
係
機
関
の
方
︑そ

し
て
施
設
の
利
用
者
や
職
員
の
名
前
を

こ
こ
に
挙
げ
て
︑い
ま
あ
る
の
は
だ
れ

の
お
か
げ
で
︑ど
れ
ほ
ど
ご
恩
が
あ
る

か
を
伝
え
た
か
っ
た
か
ら
で
す
︒自
分

は
福
祉
的
な
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

お
給
料
は
税
金
な
の
で
︑そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
仕
事
で
関
係
者
の
恩
義
に
応
え

る
こ
と
︑そ
れ
だ
け
で
す
︒た
ぶ
ん
社
会

福
祉
の
営
み
は
普
遍
的
な
経
済
の
系
に

属
し
て
い
ま
す
が
︑国
際
障
害
者
年
行

動
計
画
を
知
っ
た
の
は
幸
い
で
し
た
︒

　

佐
伯
元
理
事
長
は
日
の
出
舎
の
講
演

で﹁
自
分
が
学
び
得
た
も
の
を
す
べ
て

伝
え
︑独
り
占
め
し
な
い
︒自
分
の
も
の

を
出
し
切
っ
て
ゼ
ロ
に
な
っ
た
ら
ま
た

学
べ
ば
よ
い
﹂と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
︑

こ
れ
が
泉
会
で
の
私
の
指
針
で
し
た
︒

ま
た
橋
向
元
理
事
長
は
経
営
理
念
を
伝

え
ら
れ
︑施
設
建
て
替
え
で
も
多
大
な

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
︒西
田
相
談
役

か
ら
は
社
会
福
祉
を
教
わ
り
ま
し
た
︒

１
９
９
２
年
に
日
の
出
舎
の
作
業
棟
で

利
用
者
の
先
輩
た
ち
の
中
で
緊
張
し
て

作
業
を
教
わ
っ
た
自
分
を
覚
え
て
い
ま

す
︒軍
需
工
場
で
巨
大
な
プ
レ
ス
機
作

業
を
し
た
方
︑２
０
０
ｋ
ｇ
近
く
の
セ

メ
ン
ト
袋
を
担
い
で
首
都
高
速
の
工
事

に
携
わ
っ
た
方
︑学
校
の
授
業
協
力
を

し
た
方
々
な
ど
︑私
を
導
い
て
下
さ
っ

た
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ご
恩
に
報
い
て

い
る
か
︒﹁
お
前
ら
と
は
違
う
ん
だ
﹂と

叱
り
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
利
用
者
の

方
︒私
に
は
再
雇
用
と
な
っ
て
も
利
用

者
の
社
会
参
加
と
自
由
と
平
等
へ
の
寄

与
が
い
つ
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

就 任
あいさつ

施
設
長
退
任
の
ご
挨
拶

髙
木 

有
己

退 任
あいさつ



08

〒157-0076  世田谷区岡本二丁目33番23号
　 03（3417）3451（代）　　 03（3417）3463
　 izumi@izumikai.jp

〒157-0076  世田谷区岡本二丁目33番24号
　 03（3415）3366（代）　　 03（3415）4976
　 okamoto@izumikai.jp

（岡本福祉作業ホーム内）
　 soudan-okamoto@izumikai.jp

〒158-0087  世田谷区玉堤二丁目3番1号 B1F
　 03（5707）9431（代）　　 03（5707）9433
　 tamatutumi@izumikai.jp

新年度、新しい仲間を迎え元気に日々を過ごしています。本誌を通して、皆様にも
笑顔をお届けできればと思います。（岡本ホーム　加藤　実由香）編｜集｜後｜記

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 　

頒
価
五
十
円

〒
1
5
7-

0
0
7
2

東
京
都
世
田
谷
区
祖
師
谷
3-

1-

17

ヴ
ェ
ル
ド
ゥ
ー
ラ
祖
師
谷
１
０
２

社
会
福
祉
法
人　

泉
会

林 

瑠
璃

発
行
所

編
集
人

デ
ザ
イ
ン

法 人 本 部
泉 の 家

岡 本 福 祉
作業ホーム

玉 堤 分 場

相談支援センター
お か も と

グループホーム
こ い の に あ

グループホーム
の ぞ み

〒156-0057  世田谷区上北沢一丁目32番14号
　 03（5316）2251（代）　　 03（5316）2252
　 03（5316）2254（グループホーム）
　 koinonia@izumikai.jp

〒190-0182  西多摩郡日の出町平井3030番
　 042（597）1451（代）　　 042（597）2205
　 info@hinodesha.org

〒197-0804  あきる野市秋川二丁目3番1号
　 042（533）3608　　  042（533）3609

コ イノニア
か み き た

日 の 出 舎
就労日の出舎
相談日の出舎
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3日（金）　岡本ホーム
日帰り旅行
3日（金）～5日（月） 日の出舎
すてきな日の出舎作品展
10日（金）　岡本ホーム
日帰り旅行

9日（土）　コイノニア
コイノニアまつり
15日（金）～
8月26日（金）　玉堤分場
夏の工作教室
23日（土） 日の出舎エリア
じゃがバター祭り

27日（土）～28日（日）玉堤分場
納涼祭

3日（土） 泉の家・岡本ホーム
まるごとおかもと
Open the Door
16日（金）　玉堤分場
日帰り旅行

1日（水）　コイノニア
福音寮
5日（日）　コイノニア
ガーデニングフェア
4日（土）　玉堤分場
テラス販売
7日（火）　コイノニア
小田急線販売会 梅ヶ丘駅
8日（水）　コイノニア
世田谷区教育総合センター
14日（火）　コイノニア
うめとぴあ販売会
15日（水）　コイノニア
福音寮
15日（水）　玉堤分場
スカイキャロットの販売会
22日（水）　コイノニア
福音寮
28日（火）　コイノニア
小田急線販売会 梅ヶ丘駅
28日（火）　玉堤分場
うめとぴあ販売会

2日（土）　コイノニア
いっちょうめパン土曜日営業
2日（土）　玉堤分場
テラス販売
6日（水）　コイノニア
福音寮
12日（火）　コイノニア
うめとぴあ販売会
13日（水）　コイノニア
世田谷区教育総合センター
26日（火）　岡本ホーム
うめとぴあ販売会

3日（水）　コイノニア
福音寮
6日（土）　玉堤分場
テラス販売
7日（日）　泉の家・岡本ホーム
ふるさと区民まつり
9日（火）　コイノニア
うめとぴあ販売会

9日（火）　玉堤分場
うめとぴあ販売会
10日（水）　コイノニア
世田谷区教育総合センター
17日（水）　コイノニア
福音寮
3日（土）　コイノニア
いっちょうめパン土曜日営業
3日（土）　玉堤分場
テラス販売
7日（水）　コイノニア
福音寮
13日（火）　コイノニア
うめとぴあ販売会
14日（水）　コイノニア
世田谷区教育総合センター

�
月

�
月

�
月

�
月

�
月

�
月

�
月

�
月

【お知らせ】  新型コロナウィルスの影響で記載の予定が変更や中止となる場合があります。また、恒例となっている行事につきましても、中止とさせていた
だいているものがあります。詳しくは、各事業所までお問い合わせ下さい。

行　事 販 売 会 ▼
２
０
２
２
年
度
６
月
〜
９
月 

予
定
表

障
が
い
者
雇
用
の
取
組
み

越
川
　

  

則
行

消毒中
（コイノニア)

掃除中
(日の出舎)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最
　　　　　最
初
か
ら
お
恥
ず
か
し
い
話
で
恐
縮
で
す
が
、泉
会
は

２
０
２
０
年
度
時
点
で
障
が
い
者
雇
用
の
法
定
雇
用
率

を
満
た
し
て
い
な
い
、と
の
ご
指
摘
を
受
け
て
し
ま
い

し
た
。そ
こ
で「
障
が
い
者
雇
用
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」

を
立
ち
上
げ
、法
人
全
体
で
取
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
で
は
、現
状
解
決
だ
け
で
は
な
く
、障
が
い

を
持
っ
て
い
る
同
僚
が
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
環
境

に
な
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
目
指
し
話
し
合
い
を
続
け

ま
し
た
。併
せ
て
、全
職
員
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
、実
際
の
役
割
な
ど
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
を
図
る
な

ど
し
た
こ
と
で
、自
分
た
ち
の
職
場
で
ど
の
よ
う
な
合

理
的
配
慮
が
必
要
な
の
か
、改
め
て
話
し
合
い
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最
２
０
２
１
年
度
に
入
っ
て
か
ら
日
の
出
エ
リ
ア
で
先

に
１
名
の
方
の
採
用
に
つ
な
げ
、後
れ
を
取
る
形
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、年
が
明
け
た
後
に
世
田
谷

エ
リ
ア
で
も
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
当

た
り
前
の
状
況
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
各
事
業
所
で
環

境
を
整
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


